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増大した。更に Wnt シグナルのメディエーターの発現を調べたところ、P19CL6-GFP 細胞における Wnt3、
Wnt3aの発現はそれぞれ心筋細胞分化誘導開始後48時間と72時間にそのピークがあり、P19CL6-NFAT5DN
細胞ではこれらの発現が抑制されていた。またWnt拮抗物質として知られるCer1とDkk1の発現を調べたとこ
ろ、Cer1 は P19CL6-GFP 細胞ではピークが二峰性であり分化 0 時間と 48 時間に存在するのに対し
P19CL6-NFAT5DN細胞では発現が抑制されており、Dkk1はP19CL6-GFP細胞では48時間から60時間にそ
の発現のピークがあるが、これもP19CL6-NFAT5DN細胞では抑制されていた。 
 これらの研究によって、幹細胞の心筋細胞分化における NFAT5 の新たな役割が明らかになった。内因性
NFAT5は心筋細胞への分化初期における一時的なWntリガンドとその拮抗物質の発現する事により心筋細胞分
化を制御すると考えられる。これらの知見は心筋細胞への分化誘導技術の向上に寄与するものと思われる。 
 
 
